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2この日最後のイベント「お楽しみ抽選会」で、見事賞品を手にし
た子どもたち。

1オープニングを飾る高陽中学校吹奏楽部の美しい演奏の後は参加者全員でラジ
オ体操。この日は10月中旬とは思えない陽気でした。

1

2

3

1開会の音楽とともにグラウンドへ入場する児童
の目は真剣そのものでした。 2組体操で５段のピ
ラミッドを披露。「おぉー」と感嘆の声が上がってい
ました。 3保護者も参加する競技のときは、子ど
もたちの表情も特に豊かです。一番になるために
息を合わせて走り出す親子。一歩進むごとに親子
の絆がさらに深まっているように見えました。

爽
や
か
な
秋
空
の
下
で

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

　

体
育
の
日
の
10
月
14
日
、
山
陽
ふ

れ
あ
い
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、

「
２
０
１
３
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、
恒
例
の

公
園
☆
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
ち
び
っ
こ

宝
さ
が
し
の
ほ
か
、
体
力
テ
ス
ト
や
メ

デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
温
泉
卓
球
や
親

子
遊
び
広
場
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
会
場
で
も
、
市
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
や
ゴ
ル
フ
の
体

験
教
室
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
赤
磐
商
工
会
に

よ
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 ス

ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ

秋
の
運
動
会
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3「温泉卓球」コーナーにはパラリンピック3大会連続出
場の卓球日本代表・岡紀彦選手の姿も。

34

5

6

456ちびっこ宝さがし、スポーツ吹き矢など、楽しいコーナーが充実。参加した子どもたち
は、体を動かす楽しみを全身で感じているようでした。

45

78

6 456リレーも組体操も玉入れも、どんな競技や演技も全力で楽しむ子どもたち。その顔には自然と笑顔
があふれていました。きっとこの笑顔は、本番まで毎日真剣に練習に取り組んだ証です。 78石相保育園

（右）と仁美保育園（左）の園児らは鼓隊の演奏を披露。音楽に合わせて軽快なリズムを刻んでいました。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

本
番
で
遺
憾
な
く
発
揮

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
、

市
内
各
地
の
小
学
校
、
幼
稚
園
や
保
育

園
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
や
園
で
は
、
夏
休
み
前
の
７
月

中
旬
か
ら
徐
々
に
練
習
を
は
じ
め
て
い

ま
し
た
。
運
動
会
直
前
に
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
一
生
懸
命
練
習
に
励
む
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
た
人
も
多
い
は
ず
で
す
。

　

運
動
会
当
日
は
、
悪
天
候
の
影
響
で

延
期
に
な
っ
た
り
、
体
育
館
で
行
っ
た

り
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
子
ど
も
た
ち
は
、
満
面
の
笑
み
で

競
技
や
演
技
に
臨
み
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
披
露
。
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、

綱
引
き
な
ど
の
定
番
競
技
や
親
子
競

技
の
ほ
か
、
組
体
操
や
ダ
ン
ス
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
演
技
に
一
生
懸
命
取
り
組
む

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
訪
れ
た
家

族
や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
は
、
競
技
や

演
技
ご
と
に
大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
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保
育
所
は
入
所
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
で
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

※
私
立
全
園
、
公
立
（
石
相
・
周
匝
）
で
実
施

　

家
庭
の
用
事
、
通
院
な
ど
で
子
ど
も

の
世
話
が
で
き
な
い
と
き
、
お
母
さ
ん

が
ち
ょ
っ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と

き
な
ど
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

保
護
者
が
市
内
在
住
に
限
り
ま
す
。

　

時
間
や
費
用
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
い
る
園
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
保
育
所
体
験
・
育
児
相
談
・

病
後
児
保
育
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
園

も
あ
り
ま
す
。

保
育
所
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

保育所名 所在地 電話番号 開設時間 定員 対象年齢

私　
　
　
　

立

山陽桜保育園 山陽4-12 ☎955-0773 7:00～19:00 100人

生後1.5カ月～就学前

山陽いろは保育園 下市411 ☎955-0355 7:00～20:00  110人
山陽国分寺保育園 穂崎780-1 ☎086-229-2811 7:00～20:00 50人
さんこう保育園 西中220-1 ☎955-3517 7:00～19:00 60人
あすなろ保育園 桜が丘西3-14-19 ☎955-5665 7:00～20:00 180人
清風いろは保育園 桜が丘西6-10-21 ☎955-3131 7:00～20:00 130人
桜が丘地域保育センター 桜が丘西8-15-2 ☎955-5161 7:00～19:00 100人

公　

立

石相保育園 町苅田27 ☎957-2026 7:00～19:00 70人 生後3カ月～就学前
軽部保育園 今井117 ☎957-2002 7:30～18:30 40人

2歳～就学前
笹岡保育園 坂辺99 ☎957-2721 7:30～18:30 40人

私　

立

さくらが丘保育園 桜が丘東6-6-704 ☎995-0104 7:00～20:00 140人
生後1.5カ月～就学前とよた保育園 松木549 ☎995-0244 7:00～19:00 70人

さくらんぼ保育園 桜が丘東2-2-809 ☎995-9071 7:00～19:00 60人

公　
　

立

周匝保育園 周匝1549 ☎954-1133 7:30～18:30 40人 1歳～就学前
黒本保育園 黒本2179-1 ☎954-0826 7:30～18:30 40人 生後6カ月～就学前
佐伯北保育園 塩木6-1 ☎954-2181 7:30～18:30 40人

1歳～就学前
仁美保育園 仁堀中855 ☎958-2255 7:30～18:30 30人

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
保
育
所
に
入
所

す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
、
各
受
け
付
け
場

所
で
、「
入
所
の
手
引
」
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
、
必
要
書
類
を

添
付
し
た
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

継
続
入
所
の
人
も
あ
ら
た
め
て
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
受
付
場
所

◦
各
保
育
所

◦
本
庁
子
育
て
支
援
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

■
申
込
締
切
日　
１
月
31
日
㈮

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
期

限
内
に
提
出
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
申
込
書
提
出
後
、
審
査
に
よ
り
入
所
者

を
決
定
し
ま
す
の
で
入
所
要
件
に
該
当
し

な
い
場
合
や
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
ま
た
添
付
書
類
が
不
足
し

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
希
望
ど
お
り
に
入

所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
子
育
て
支
援
課

　

☎
（
９
５
５
）
２
６
３
５

対
象
は
、
保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
そ
の
他
の
人
が
就
労
・
疾
病
ま
た
は
病
人

の
看
護
に
か
か
わ
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
日
中
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

平
成
20
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
乳
幼
児
で
す
。

平
成
26
年
度

一
時
預
か
り

保
育
所
へ

行っ
て
み
よ
う
！
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今
年
度
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
た

か
。
日
本
人
の
女
性
に
最
も
多
く
見
ら
れ

る
の
が
『
乳
が
ん
』
で
す
。
乳
が
ん
は
40

歳
代
か
ら
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

で
、
9
割
以
上
の
人
が
治
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
に
「
年
一
回
の
検
診

受
診
」
と
「
自
分
の
乳
房
を
触
っ
て
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク（
自
己
検
診
）」が
大
切
で
す
。

　

今
年
度
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
、
自

分
の
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

　
12
月
２
日
㈪
〜
12
月
21
日
㈯

■
実
施
医
療
機
関

　
下
記
一
覧
表
の
と
お
り

■
視
触
診
（
個
別
検
診
）

▽
検
診
対
象
／
30
歳
以
上
の
女
性

▽
料
金
／
５
０
０
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

▽
持
参
品
／
受
診
票
兼
問
診
票
、
健
康
手
帳

■
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
個
別
検
診
）

▽
検
診
対
象
／
40
歳
以
上
の
女
性
（
た
だ

し
、
市
の
乳
が
ん
検
診
〔
視
触
診
〕
を

今
年
度
受
診
し
た
人
）

▽
料
金

◦
40
歳
〜
49
歳
…
千
円

◦
50
歳
以
上
…
５
０
０
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

▽
持
参
品
／
健
康
手
帳
、
平
成
25
年
度
の

視
触
診
の
受
診
結
果
（
健
康
手
帳
に
記

入
さ
れ
て
い
る
も
の
）

■
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
（
個
別
検
診
）

▽
検
診
対
象
／
40
歳
以
上
の
女
性

▽
料
金

◦
40
歳
〜
49
歳
…
２
千
円

◦
50
歳
以
上
…
１
５
０
０
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

▽
持
参
品
／
受
診
票
兼
問
診
票
、
健
康
手
帳

乳
が
ん
検
診
未
受
診
者
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

■乳がん検診（個別検診）実施医療機関一覧

地域 医療機関名 所在地 電話番号 乳がん検診
（視触診のみ）

乳がん検診
（マンモ単独、視触診とマンモ併用）

赤　
　

磐　
　

市

山
陽
地
域

赤磐医師会病院 下市187-1 ☎955-6688 × ★

山本クリニック 五日市245-4 ☎955-8868 ○ ×

吉井医院 山陽1-4-6 ☎955-5515 ○ ×

赤
坂
地
域

越宗医院 西窪田523-1 ☎957-3035 ★ ×

道満医院 町苅田920 ☎957-2111 ○ ×

森医院 惣分28 ☎957-2400 ○ ×

岡
山
市（
旧
瀬
戸
町
）

石原医院 岡山市東区瀬戸町
瀬戸77

☎086-952-0162 ★ ×

岩藤胃腸科外科歯科
クリニック

岡山市東区瀬戸町
沖343

☎086-952-1166 ★ ×

近藤内科 岡山市東区瀬戸町
宗堂597

☎086-953-1610 ○ ×

吉井外科医院 岡山市東区瀬戸町
沖210

☎086-952-3331 ○ ×

★印の医療機関は予約が必要です。 ※受診の際は、受付時間を事前に実施医療機関にご確認ください。
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い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
・
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
適
切
な
応
急
手
当

て
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

赤
磐
市
消
防
本
部
の
応
急
手

当
指
導
員
が
分
か
り
や
す
く
ご

説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ
て

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
者
が
少
数
の
場
合
、
や

む
を
得
ず
中
止
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
北
出

張
所 

会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
12
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

岡
山
県
で
は
、
若
者
・
企
業

ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
！
推
進
事

業
と
し
て
、
お
か
や
ま
東
部
地

区
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
／
12
月
11
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
午

後
１
時
〜
参
加
企
業
に
よ
る

ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
を
実
施
）

■
場
所
／
瀬
戸
内
市
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ト
ピ
ア
長

船
」
内
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
タ

ジ
オ
（
瀬
戸
内
市
長
船
町
土

師
２
７
７︲

４
）

■
参
加
企
業
／
約
10
社

■
参
加
対
象
／
平
成
26
年
３
月

卒
業
予
定
者
、
現
在
求
職
中

の
40
歳
未
満
の
人

■
参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

■
主
催
／
岡
山
県
（
委
託
先
㈱

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

■
問
い
合
わ
せ
先

•
若
者
・
企
業
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
！

　
推
進
事
業
事
務
局

　
（
㈱
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
内
）

　
☎
０
８
６（
２
３
１
）６
１
６
６

※
受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
（
土
日
祝
除
く
）

　

創
業
、
開
業
を
考
え
て
い
る

人
に
、事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
の
心
構
え
、
集
客
や
広
告
に

つ
い
て
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事

業
計
画
）
の
作
り
方
な
ど
、
起

業
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え

し
ま
す
。
講
師
は
、
中
小
企
業

診
断
士
の
藤
田
悠
久
雄
さ
ん
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
松
本
賢
一
さ
ん
で
す
。

■
日
時
／
平
成
26
年
１
月
19
日

㈰
・
26
日
㈰
、
２
月
９
日
㈰
・

23
日
㈰
、
３
月
２
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
６
時

■
場
所
／
お
か
や
ま
西
川
原
プ

ラ
ザ
（
岡
山
市
中
区
西
川
原

２
５
５
）

■
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
５
千
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
赤
磐
商
工
会

　
☎（
９
５
５
）０
１
４
４

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年

度
第
1
学
期
（
4
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間
／
12
月
１
日
㈰
〜

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
は
受
付

中
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

•
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６（
２
５
４
）９
２
４
０

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷環境課…………………☎ 955-5347

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷農林課…………………☎ 955-6174

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷市民生活課……………☎ 957-4823

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

　▷産業建設課……………☎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎ 995-1214

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎ 954-1183

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

　▷産業建設課……………☎ 954-1319

●教育委員会
　▷学校教育課……………☎ 955-0972

　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷熊山分室………………☎ 995-1360

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

若
者
集
ま
れ
！
就
職
面
接
会
開
催
！

●
募
集

お
か
や
ま
創
業
塾

～
成
功
へ
の
フ
ァ
ー
ス
ト・ス
テ
ッ
プ
～

●
募
集

平
成
26
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集

広報あかいわ（平成25年12月号） 6
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

地域 受付日時 場　　所

山陽 12月5日㈭
13：30～14：30 山陽保健センター

赤坂 12月2日㈪
13：30～14：30 赤坂健康管理センター

熊山 12月13日㈮
9：30～10：30

熊山保健福祉総合
センターほほえみ

吉井 11月29日㈮
9：30～11：00 吉井保健センター

不正ガソリン 「不正ガソリン」とは、正規のガソリンにガソリン
以外のもの（灯油など）を混ぜたもので、揮発油
税の脱税行為になる恐れがあります。

広島国税局 「不正ガソリン110番」 は   　　0120-283-110 です！

に関する情報をお寄せください!!
◎ガソリンに何かを混ぜて販売している
◎ガソリンを給油してから、車の調子がおかしい
◎ガソリンの給油時に、変なニオイがした

こんなときには、
すぐお電話ください！

※携帯・PHS OK
こんなとき

　

寒
さ
が
一
段
と
身
に
し
み
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
は
や
り
や
す

い
時
期
で
す
が
、
体
調
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
検
診
は
、
す
で
に
受

診
し
ま
し
た
か
。
か
ら
だ
や
心

の
こ
と
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
師

や
栄
養
士
な
ど
が
健
康
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康

増
進
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
恋
愛

の
数
だ
け
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
語
ろ
う
」

で
す
。

　
備
前
保
健
所
東
備
支
所
で
は
、

毎
月
定
例
の
相
談
・
検
査
日
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
定
例
検
査
日
時
／
毎
月
第
２
・

第
４
木
曜
日
、
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
予
約
制
）

■
場
所
／
備
前
保
健
所
東
備
支
所

（
和
気
町
和
気
４
８
７︲

２
）

■
検
査
内
容
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒

検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

※
肝
炎
検
査
以
外
は
匿
名

■
検
査
費
用
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

•
備
前
保
健
所
東
備
支
所

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
８
０

　

従
来
か
ら
の
地
区
単
位
で
の

人
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
に
加
え

て
、
プ
ラ
ン
を
作
成
で
き
て
い

な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
市
で

一
括
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
方

針
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

プ
ラ
ン
に
中
心
経
営
体
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
受
け
ら

れ
な
い
施
策
や
、
プ
ラ
ン
を
作

成
し
て
い
な
い
地
域
は
取
り
組

め
な
い
施
策
が
、
今
後
増
え
て

く
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

　

認
定
農
業
者
と
な
っ
て
プ
ラ

ン
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
農
家

の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
農
林

課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

◎
集
落
営
農
と
は
？

　

集
落
の
み
ん
な
で
助
け
合
っ

て
農
業
を
す
る
の
が
集
落
営
農

で
す
。
そ
の
た
め
、
集
落
営
農

に
決
ま
っ
た
形
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
落
み
ん
な
の
話
し
合
い
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
合
う
集
落

営
農
組
織
を
作
り
ま
す
。
１
人

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
集

落
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
解
決
で
き
、ゆ
と
り
を
持
っ

て
農
業
を
行
い
、
み
ん
な
が
住

み
や
す
い
集
落
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
赤
磐
市
で
の
集
落
営
農
組
織
事
例

◎
可
真
下
２
支
部
営
農
組
合（
熊
山
）

　

平
成
２
年
か
ら
機
械
の
共
同

利
用
組
合
と
し
て
集
落
営
農
組

織
を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
構
成

戸
数
45
戸
、
面
積
22
㌶
で
集
落

営
農
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
農
作
業

受
託
を
行
い
、
組
織
で
経
営
所

得
安
定
対
策
に
加
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
と
し

て
、
山
際
に
防
護
柵
や
緩
衝
帯

を
設
置
し
、
集
落
み
ん
な
で
農

地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
本
庁
農
林
課

•
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
７
６

●
お
知
ら
せ

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

●
お
知
ら
せ

12
月
１
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す

●
お
知
ら
せ

集
落
営
農
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

●
募
集

人
農
地
プ
ラ
ン
へ
の
掲
載
を

希
望
す
る
農
家
を
募
集
し
ま
す

広報あかいわ（平成25年12月号）7



情報ボックス
INFORMATION BOX

—  注　　意  —
次の賃金は最低賃金に算入されません。
◦精皆勤手当　　◦通勤手当　　◦家族手当
◦時間外手当　　◦休日手当　　◦深夜手当
◦臨時に支払われる賃金
◦賞与など１カ月を超える
　期間ごとに支払われる賃金

10月30日から時間額

703円

＜ 問い合わせ先 ＞
岡山労働局賃金室 ☎086-225-2014

必ずチェック
最低賃金!!

岡山県最低賃金は

※収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書
などの書類を保存する必要があります。

所得税の申告の必要がない人も、記帳・帳簿などの保存制度の対象となります。
　◇記帳に関するお問い合わせは、瀬戸税務署個人課税部門までご連絡ください。
　　☎086-952-1155（内線21）（音声ガイダンスに従い、「2」を押してください） 

詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください。
（「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください）

個人で事業（農業を含む）や
不動産貸付などを行う全ての人は、
記帳と帳簿などの保存が必要となります。

検　索で国税庁

平成26年1月から 記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大されます。

　
林
業
退
職
金
共
済
（
林
退
共
）

に
加
入
し
て
い
た
が
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
に

加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
、
お
調

べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
り
災
し
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手

帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な

ど
）
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
は

で
き
る
限
り
の
範
囲
で
速
や
か

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
独
立
行
政
法
人

　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
の
間

に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す（
過

去
の
年
度
分
や
追
納
保
険
料
な

ど
も
含
み
ま
す
）。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ

け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族

の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
中
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

領
収
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
控
除
証

明
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

•
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

　
☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
３
０

※
受
付
時
間
…
平
日
（
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

●
お
知
ら
せ

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

広報あかいわ（平成25年12月号） 8
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

山陽・赤坂地域 熊山・吉井地域
収集日 収集地域 直接持ち込み 収集地域 直接持ち込み

12月26日㈭ 可燃収集 ＡＢ地域 9:00～16:00 可燃収集 熊山 9:00～11:30、13:00～16:00

12月27日㈮ 可燃収集 ＣＤ地域 ※持ち込みできません 可燃収集 吉井 9:00～11:30、13:00～16:00

12月28日㈯ 9:00～11:30（最終持ち込み）
12月29日㈰ 9:00～15:00（最終持ち込み）
12月30日㈪
～1月3日㈮ 休み 休み 休み 休み

1月4日㈯ 9:00～11:30

1月5日㈰
1月6日㈪ 可燃収集 ＡＢ地域 9:00～16:00 可燃収集 熊山 9:00～11:30、13:00～16:00

1月7日㈫ 可燃収集 ＣＤ地域 9:00～16:00 可燃収集 吉井 9:00～11:30、13:00～16:00
　

※年末年始のごみの取り扱いについて		
山陽・赤坂地域は「ごみカレンダー」に従って出してください。熊山・吉井地域は「ごみ新分別地区説明会配布資料」に従って出し
てください。なお、地区集積所などでの分別日や分別時間は各地区で定められています。必ず区長、町内会長などにご確認の
上、分別（排出）をお願いします。センターへの直接持ち込みはたいへん混み合いますので、早めに出すようにしましょう。

　［問い合わせ先］本庁環境課、各支所市民生活課、和気北部衛生施設組合 ☎０８６９-９２-０８０９

◦和気北部衛生施設組合（火葬場）				  
　［休業日］12月30日㈪、1月1日㈬〜1月3日㈮
　［問い合わせ先］和気北部衛生施設組合 ☎0869-92-0809
◦柵原・吉井・英田火葬場施設組合火葬場				  
　［休業日］1月1日㈬〜1月3日㈮
　［問い合わせ先］美咲町役場 ☎0868-66-1114
◦年末年始のし尿収集				  
　くみ取りの申し込みは12月10日㈫までにお願いします。
　［休業日］12月28日㈯～1月5日㈰　［問い合わせ先］キョクトウ ☎086-952-0384

◆ごみの収集・持ち込みについて

◆休業日のお知らせ

　

不
審
な
電
話
が
か
か
り
、
実

際
に
現
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

犯
人
グ
ル
ー
プ
の
手
口
は
、

警
察
官
を
か
た
る
人
か
ら
「
暴

力
団
と
銀
行
員
が
一
緒
に
な
っ

て
個
人
情
報
を
漏
ら
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
あ
な
た
の
個
人
情
報

も
あ
る
」。
と
の
電
話
の
後
、
銀

行
協
会
を
か
た
る
人
か
ら
「
あ

な
た
の
情
報
を
保
護
し
ま
す
。

お
金
を
お
ろ
し
て
一
時
的
に
預

か
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
受
け
取

り
に
い
き
ま
す
」。
な
ど
の
電
話

を
か
け
、
銀
行
な
ど
で
預
貯
金

を
引
き
出
さ
せ
た
上
で
、
現
金

を
自
宅
ま
で
受
け
取
り
に
来
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

不
審
な
電
話
や
自
宅
へ
の
訪

問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
決
し
て

話
に
は
乗
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
警
察
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
１
１
０

•
赤
磐
市
消
費
生
活
相
談
室

　
（
く
ら
し
安
全
課
内
）

　
12
月
10
日
㈫
か
ら
16
日
㈪
ま

で
の
１
週
間
は
、「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
警
察
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
１
１
０

　
「
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」は
、

12
月
20
日
㈮
ま
で
発
売
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
１
等
・
前
後
賞

を
合
わ
せ
て
７
億
円
と
ジ
ャ
ン

ボ
史
上
最
高
額
で
す
。
ま
た
、

今
回
か
ら
当
選
確
率
を
重
視
し

た
「
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０

０
０
万
」
も
発
売
中
で
す
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
公
園

や
学
校
の
整
備
や
文
化
振
興
事

業
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
の
貴
重
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宝
く

じ
の
購
入
は
、
ぜ
ひ
岡
山
県
内

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
総
務
部
財
政
課

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
２
３
２

●
お
知
ら
せ

警
察
官
や
銀
行
協
会
な
ど
を

か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意
！

●
お
知
ら
せ

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
中

●
お
知
ら
せ

拉
致
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う

広報あかいわ（平成25年12月号）9



情報ボックス
INFORMATION BOX

　
第
１
学
期
や
夏
休
み
期
間
に
、

市
内
の
幼
児
児
童
生
徒
を
対
象

に
、
食
育
や
基
本
的
生
活
習
慣

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
な

ど
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

絵
画
（
幼
児
個
人
）
１
３
１
作

品
、制
作
（
幼
児
団
体
）
10
作
品
、

ポ
ス
タ
ー
２
４
４
作
品
、
標
語

２
３
１
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

作
品
展
の
期
間
中
、
全
応
募

作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

食
育
推
進
の
た
め
の
栄
養
相
談

を
11
月
30
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
応
募
全
作
品
展
示
・

　
食
育
推
進
展
の
開
催

■
日
時
／
11
月
30
日
㈯
〜
12
月

５
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　
※
12
月
２
日
㈪
は
休
館

■
場
所
／
中
央
図
書
館 

多
目
的

ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

•
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
糖
尿
病
を
正
し
く
理
解
し
て
、

予
防
の
た
め
の
食
生
活
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
12
月
７
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

３
階
展

示
講
座
室

■
対
象
／
糖
尿
病
に
つ
い
て
関

心
の
あ
る
人

■
講
師
／
間
阪
内
科

　
　
　
　
間
阪
拓
郎　
院
長

■
内
容

•
医
師
の
話
「
な
ぜ
糖
尿
病
に

な
る
の
？
」

•
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ
と

テ
ィ
ー
タ
イ
ム

•
運
動
実
習

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
定
員
／
30
人

■
申
込
期
限
／
12
月
２
日
㈪

■
参
加
費
／
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
岡
山
県
栄
養
士
会　

　
☎
０
８
６（
２
７
３
）６
６
１
０

　

み
ん
な
で
一
緒
に
お
飾
り
を

作
り
ま
せ
ん
か
？
家
庭
に
幸
せ

を
届
け
て
く
れ
る
年
神
様
を
招

い
て
、
良
い
１
年
を
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
12
月
14
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
／
城
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
吉
井
支
所
西
隣
）

■
講
師
／
難
波
公
正
さ
ん

■
定
員
／
20
人

■
参
加
費
／
１
０
０
円
（
当
日

集
金
）

■
申
込
期
限
／
12
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

昨
今
、
市
で
は
児
童
虐
待
の

相
談
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
児
童
虐
待
を

防
ぐ
た
め
に
、
子
ど
も
の
特
性

を
正
し
く
理
解
し
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
に
合
っ
た
適
切
な
子

育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

川
崎
医
療
福
祉
大
学
・
諏
訪

准
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
21
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

２
階
大

集
会
室

■
講
師
／
川
崎
医
療
福
祉
大
学

医
療
福
祉
学
科　

諏
訪
利
明

准
教
授

■
内
容

•
基
調
講
演
『（
仮
）
子
ど
も
の

特
性
を
活
か
し
た
子
育
て
を

考
え
る
』

•
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
対
象
／
赤
磐
市
在
住
・
在
勤
者

■
定
員
／
１
２
０
人

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
参
も
し
く
は
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
本
庁
子
育
て
支
援

課
窓
口
ま
た
は
、
各
支
所
健

康
福
祉
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
12
月
10
日
㈫

■
そ
の
他
／
託
児
が
あ
り
ま
す
。

託
児
が
必
要
な
場
合
は
申
し

込
み
時
に
必
ず
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
本
庁
子
育
て
支
援
課

　
FAX（
９
５
５
）１
１
１
８

〈
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

　

kosodate@city.akaiwa.lg.jp

■
日
時
／
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　
午
前
11
時
〜

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

総
合
体
育
館

■
対
象
／
平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
た
人
で
、
赤
磐

市
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
。

※
市
外
へ
転
出
し
た
人
で
出
席

を
希
望
す
る
人
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

●
催
し

児
童
虐
待
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

　
　

    
あ
な
た
の
子
育
て
～

●
催
し

糖
尿
病
予
防
教
室

●
催
し

食
育
ポ
ス
タ
ー・標
語

作
品
展
開
催

●
催
し

三
世
代
交
流
お
飾
り
づ
く
り

●
催
し

赤
磐
市
成
人
式

広報あかいわ（平成25年12月号）10



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち 毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい 毎週土曜日 午前10時30分～11時、第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●クリスマスおはなし会 14日㈯ 午後2時～3時
●民話の寺小屋（子ども向け民話の語り） 15日㈰ 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたー ユニバーサル映画上映会
　「ふるさとをください」 21日㈯ 午後2時～

　
●ブックんのおはなしかい 7日㈯・21日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい 11日㈬・25日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム 10日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや 21日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会 14日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ 20日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会　7日㈯ 午後6時～9時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内12 E V E N T  G U I D E  O N  D E C E M B E R

　落合恵子さんは、絵本が子どもばかりではなく大人も楽しめるものであることを、長年にわたり紹介
してこられました。朗読会では、永瀬清子の詩や絵本をはじめ、子どもから大人まで味わうことのできる
絵本の魅力についてのお話などをお聞きします。

■日時／平成26年2月16日㈰ 午後1時30分～4時　　■場所／くまやまふれあいセンター
■内容／◇講演　落合恵子（作家・東京家政大学特任教授・クレヨンハウス主宰）
　　　　◇「第11回永瀬清子賞」優秀賞受賞作品朗読
　　　　◇赤磐市民による永瀬清子作品の朗読と合唱
■定員／350人（先着順）　　■参加費／無料（入場整理券が必要です）
■入場整理券配付窓口／入場整理券は、中央公民館、赤坂公民館、熊山公民館、

吉井公民館で配布します（1人4枚まで）。
　（※入場整理券を窓口で受け取ることができない人は、電話でお申し込みください）
■入場整理券配付・電話申し込み開始／12月9日㈪ 午前9時から

●問い合わせ先／教育委員会熊山分室

第17回朗読会 「永瀬清子の詩の世界 ― 詩人と子ども」

＜ 講  師 ＞
落合　恵子

　
永
瀬
清
子
の
著
書
に
は
、『
ひ

で
ち
ゃ
ん
の
に
っ
き
』（
１
９
８

１
年 

福
音
館
書
店
）、『
ぼ
く
と

母
さ
ん
の
う
た
』（
１
９
８
７
年

手
帖
舎
）
と
２
冊
の
絵
本
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
絵
本
は
、
清

子
の
詩
や
短
章
と
詩
想
を
同
じ

く
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
詩
や
短

章
と
読
み
比
べ
な
が
ら
詩
人
の

絵
本
を
味
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
４
日
㈬
〜
平
成

26
年
３
月
23
日
㈰

■
場
所
／
永
瀬
清
子
展
示
室（
く

ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
）

■
開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■
休
館
日
／
月
曜
日
・
12
月
28

日
〜
１
月
４
日

■
入
場
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

•
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

●
催
し

第
17
回
朗
読
会「
永
瀬
清
子
の
詩
の

世
界
」関
連
企
画
展「
詩
人
と
子
ど

も
―
永
瀬
清
子
の
絵
本
を
読
む
」
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情報ボックス／ザ・コラム
INFORMATION BOX / The Column

●
人
権
コ
ラ
ム 

［ 

第
49
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　

 　
協
働
推
進
課

　

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
第
３
回
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の

を
記
念
し
、
昭
和
25
年
第
5
回
総
会
で
、

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記
念

す
る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
の
１

週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、
期
間
中
に

は
、
全
国
各
地
で
講
演
会
の
開
催
や
街

頭
啓
発
な
ど
各
種
事
業
を
展
開
し
、
人

権
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
み
ん
な

違
っ
た
個
性
や
特
性
を
も
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
社
会
で
は
、

「
み
ん
な
一
緒
」「
み
ん
な
同
じ
」
で
あ

る
こ
と
が
平
等
で
あ
る
と
と
ら
え
る
傾

向
が
み
ら
れ
、「
み
ん
な
と
同
じ
で
な
い

人
々
」
や
「
み
ん
な
と
同
じ
で
な
い
行

動
」
な
ど
を
異
質
と
し
て
排
除
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
は
一
つ
の
社
会
秩
序
、
価

値
観
と
な
り
、「
異
質
」
と
み
な
さ
れ
た

個
性
や
特
性
を
も
つ
人
々
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
を
生
み
、
そ
の
人
た
ち
の
自

己
実
現
を
阻
ん
で
い
る
場
合
も
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

　

社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
な
か

で
、
多
様
な
文
化
を
も
っ
た
人
々
と
の

共
生
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い

の
存
在
を
尊
重
し
、
生
活
の
な
か
で
人

権
を
大
切
に
す
る
生
き
方
を
具
体
的
に

展
開
す
る
こ
と
の
で
き
る
力
を
つ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
権
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

12
月
４
日
か
ら
人
権
週
間

「
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
」

消
費
生
活
講
座
を
出
前
し
ま
す
！

　

消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、消
費
者
と
し
て
の
心
が
ま

え
、悪
質
な
業
者
へ
の
事
前・事
後
の
対
応
の
仕
方
、法
律
の
考
え
方

な
ど
を
、消
費
生
活
相
談
員
が
出
向
き
、お
話
し
し
ま
す
！

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
主
な
講
座
内
容
】

　

テ
ー
マ
や
研
修
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
例
〉

◦
悪
質
商
法
の
手
口
と
そ
の
対
処
法

◦
最
近
の
消
費
者
相
談
事
例

◦
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
に
つ
い
て

◦
食
品
表
示
の
見
方

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映・寸
劇・替
え
歌
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
対
象
／
町
内
会・老
人
ク
ラ
ブ・Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域・職
場・友
達
同

士
な
ど
の
グ
ル
ー
プ（
５
人
程
度
の
集
ま
り
か
ら
大
人
数
ま
で
）

■
所
要
時
間
／
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

■
日
程
／
原
則
、平
日
で
お
願
い
し
ま
す（
12
月
29
日
～
１
月
４
日

は
開
設
で
き
ま
せ
ん
）

■
会
場
／
申
し
込
み
グ
ル
ー
プ
に
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
費
用
／
無
料

■
申
込
方
法
／
ま
ず
は
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
受
付
後
、申
込
書
の
提
出
方
法
な
ど
を
ご
説
明
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
消
費
生
活
相
談
室

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３　

FAX（
９
５
５
）１
３
５
３
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

●
防
災
一
口
メ
モ 

［ 

第
２
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
く
ら
し
安
全
課

「
緊
急
地
震
速
報
」と
は
？

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
皆
さ
ん
一
度
は

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。揺

れ
る
前
に
お
知
ら
せ
が
く
る
こ
と
を
不

思
議
に
思
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。ど
ん

な
仕
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
震
が
発
生
す
る
と
、震
源
か
ら
揺
れ

が
波
と
な
っ
て
地
面
を
伝
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
波
に
は
２
種
類
あ
り
、「
Ｐ

波
」
と
「
Ｓ
波
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
地
震
が
く
る
と
き
、最
初
に
「
カ

タ
カ
タ
」
と
少
し
揺
れ
、そ
の
後
「
ぐ
ら

ぐ
ら
」
と
大
き
な
揺
れ
が
発
生
し
ま
す
。

そ
の
最
初
の
「
カ
タ
カ
タ
」
が
Ｐ
波
で
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
「
ぐ
ら
ぐ
ら
」

が
Ｓ
波
で
す
。Ｐ
波
は
Ｓ
波
よ
り
速
く
伝

わ
る
性
質
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
Ｐ

波
と
Ｓ
波
の

速
度
の
差
を

利
用
し
て
、

先
に
到
達
す

る
Ｐ
波
を
全

国
の
地
震
計

で
捉
え
る
こ

と
で
、後
か
ら
く

る
Ｓ
波
の
到

達
時
間
お

よ
び
予
想

震
度
を
計
算

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の

計
算
結
果
を
大
き

な
揺
れ
で
あ
る
Ｓ
波
が
く
る
前
に
お
知

ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
が
緊
急
地
震
速
報

な
の
で
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

市
の
防
災
行
政
無
線
、携
帯
電
話
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
「
緊
急
速
報(

エ
リ
ア)

メ
ー

ル
」（
※
対
応
機
種
の
み
）
で
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。緊
急
地
震
速
報
を
聞

い
た
際
は
、
慌
て
ず
、
ま
ず
身
の
安
全
を

確
保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。日
ご
ろ

か
ら
、い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応
を
考
え

て
お
く
と
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
わ
た
し
と
あ
な
た
の
健
康 

［ 

第
80
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
健
康
増
進
課

　

知
覚
過
敏
と
は
、む
し
歯
で
も
な
い
の

に
、冷
た
い
（
温
か
い
）
物
を
飲
食
し
た

り
、歯
磨
き
を
し
た
と
き
や
歯
に
風
が
当

た
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
に
一
時
的
に

歯
が
し
み
る
症
状
の
こ
と
で
す
。

　

知
覚
過
敏
の
直
接
の
原
因
は
、歯
の
表

面
の
エ
ナ
メ
ル
質
（
一
番
硬
い
層
）
が
傷

つ
い
た
り
、
削
れ
た
り
し
た
結
果
、
象
牙

質
（
神
経
に
近
い
層
）
が
露
出
し
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、露
出
し
た
象
牙

質
に
、
冷
た
い
（
温
か
い
）
飲
食
物
、
甘

い
物
、
歯
ブ
ラ
シ
、
風
、
酸
な
ど
の
刺
激

が
加
わ
り
、歯
が
し
み
る
症
状
と
な
り
ま

す
。

エ
ナ
メ
ル
質
が

削
れ
て
し
ま
う
原
因
は
？

◦
間
違
っ
た
歯
磨
き
…
歯
ブ
ラ
シ
で
、力

任
せ
に
ゴ
シ
ゴ
シ
歯
磨
き
を
し
た
結

果
、エ
ナ
メ
ル
質
が
削
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

◦
歯
磨
き
粉
…
研
磨
剤
が
多
く
含
ま
れ

た
歯
磨
き
粉
を
長
期
間
、大
量
に
付
け

て
歯
磨
き
を
行
う
こ
と
で
、エ
ナ
メ
ル

質
が
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◦
歯
ぎ
し
り
、悪
い
か
み
あ
わ
せ
…
歯
ぎ

し
り
は
直
接
、歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
同
士

を
こ
す
り
あ
わ
せ
る
た
め
、エ
ナ
メ
ル

質
が
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

歯
の
か
み
あ
わ
せ
が
悪
い
と
、一
部
の

歯
に
強
い
力
が
加
わ
る
た
め
、一
部
の

エ
ナ
メ
ル
質
が
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

◦
歯
周
病
…
歯
周
病
に
な
り
、歯
肉
が
後

退
す
る
（
下
が
る
）
と
象
牙
質
が
露
出

し
や
す
く
な
り
、知
覚
過
敏
の
症
状
が

現
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

知
覚
過
敏
の
治
療
法
に
つ
い
て
は

二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◦
知
覚
過
敏
用
歯
磨
き
粉
…
薬
用
成
分

が
露
出
し
た
象
牙
質
を
カ
バ
ー
し
、神

経
に
刺
激
が
伝
わ
り
に
く
く
し
ま
す
。

◦
薬
の
塗
布
、コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
…
歯
科

医
院
に
て
、知
覚
過
敏
用
の
薬
剤
を
塗

布
し
た
り
、
物
理
的
に
象
牙
質
を
カ

バ
ー
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
を
充
填

し
ま
す
。

　

今
回
は
歯
の
知
覚
過
敏
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、正
し
い
方
法
で
歯

磨
き
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、歯
ぎ
し

り
を
な
く
し
、歯
周
病
予
防
に
も
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、知
覚
過
敏
か
な

と
感
じ
た
ら
、放
置
せ
ず
に
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
知
覚
過
敏
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

広報あかいわ（平成25年12月号）13
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ホッケー日本代表に
選出されました！

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
水
曜
日
に
15
分

以
上
運
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
紹

介
し
ま
す
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
は
剣
道
の
「
赤

坂
剣
友
会
」
で
す
。

　

毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
６

時
30
分
か
ら
８
時
ま
で
軽
部
小
学
校

体
育
館
で
山
陽
・
赤
坂
地
域
の
小
学

生
16
人
が
熱
の
こ
も
っ
た
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。

　

剣
道
は
人
間
形
成
を
目
指
し
た
日

本
の
武
道
の
一
つ
で
、
姿
勢
が
よ
く

な
る
、
礼
儀
が
正
し
く
な
る
、
強
い

心
が
養
え
る
、
集
中
力
が
高
ま
り
勉

強
に
身
が
入
る
、
身
体
が
丈
夫
に
な

る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
心
身
共
に
鍛
え
る
こ
と
が
で

き
る
剣
道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
を
希
望
す
る

グ
ル
ー
プ
は
、
運
動
の
内
容
・
場
所

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
水
曜
日
以

外
の
活
動
で
も
掲
載
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
４
３
２

赤坂剣友会

プ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
⑰

山下さん（左）と東山さん（右）

U16〈16歳以下〉女子アジアカップ2013
〈兼 ユース五輪予選〉（タイ・バンコク）

磐梨中学校2年

小野田　媛菜
（殿   谷）

第
44
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
神
奈
川
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
３
年

　

東
山　

結
衣
（
桜
が
丘
西
９
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
３
年

　

山
下
さ
り
な
（
桜
が
丘
東
４
）

第
11
回
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

テ
ニ
ス
全
国
決
勝
大
会
（
神
奈
川
）

◦
石
橋　

明
美
（
山
陽
２
）

第
48
回
全
日
本
大
学
男
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
大
阪
府
）

◦
故
引　

理
恵
（
穂
崎
）

第
16
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
開
催
日
／
９
月
８
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園　

■
出
場
者
数
／
１
４
２
人

〈
男
子
Ａ
級
〉

◦
第
１
位
…
河
本
洋
志
・
渡
辺
裕
一

（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
第
２
位
…
大
野
聖
弥
・
額
田
桂
史

（
ボ
ン
Ｂ
Ｃ
）

◦
第
３
位
…
岡　

寿
典
・
湯
浅
皓
生

（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
男
子
Ｂ
級
〉

◦
第
１
位
…
梶
藤
高
史
・
武
澤　

開

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
第
２
位
…
山
本
俊
介
・
陶
山
弘
樹

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
第
３
位
…
津
上
政
大
・
藤
原
実
樹

（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

◦
第
１
位
…
青
木
克
成

　
　
　
　
　
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
第
２
位
…
安
藤
宏
明

　
　
　
　
　
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
第
３
位
…
岩
藤
照
将

　
　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
女
子
Ａ
級
〉

◦
第
１
位
…
井
原
彩
香
・
江
尻
和
美

（
山
陽
Ｂ
Ｃ
）

◦
第
２
位
…
亀
井
美
芳
・
湯
浅
真
唯

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
第
３
位
…
藤
田
裕
美
・
三
上
真
菜
実

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

〈
女
子
Ｂ
級
〉

◦
第
１
位
…
河
井
麻
希
・
福
田
真
弓

（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
第
２
位
…
光
好
香
織
・
平
野
奈
菜

（
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル
）

◦
第
３
位
…
杉
本
茅
奈
美
・
津
島
遥
果

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

〈
女
子
Ｃ
級
〉

◦
第
１
位
…
重
近
明
美
・
上
野
知
恵

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
第
２
位
…
光
好
瑞
江
・
平
野
幸
子

（
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル
）

◦
第
３
位
…
宝
山
や
す
え
・
後
藤
公
子

（
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル
）

〈
男
女
子
Ｄ
級
〉

◦
第
１
位
…
石
原
理
菜
・
宮
本
優
花

（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

◦
第
２
位
…
石
本
百
花
・
藤
原
千
紗
子

（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

◦
第
１
位
…
上
野
未
結
（
桜
が
丘
中
）

赤
磐
市
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
杯

■
開
催
日
／
10
月
22
日

■
場
所
／
後
楽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

■
出
場
者
数
／
43
人

◦
第
１
位
…
山
本　

惠
（69.2

）

◦
第
２
位
…
長
谷
井
賢
治
（71.0

）

◦
第
３
位
…
尾
坂
詳
人
（71.2

）

◦
第
４
位
…
皿
井　

誠
（71.8

）

◦
第
５
位
…
丸
山
精
一
（71.8

）

◦
第
６
位
…
岸
本　

勇
（72.0

）

◦
第
７
位
…
福
島
慶
司
（72.0

）

◦
第
８
位
…
平
松
幸
子
（72.4

）

◦
第
９
位
…
藤
木
總
隆
（72.6

）

◦
第
10
位
…
井
本　

智
（72.8

）

桜
が
丘
運
動
公
園
野
球
場

ナ
イ
タ
ー
使
用
中
止
に
つ
い
て

　

12
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま

で
、
利
用
時
間
が
午
前
８
時
か
ら

午
後
５
時
と
な
り
ま
す
。
ナ
イ

タ
ー
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

全
国
大
会
出
場

結　
果

お
知
ら
せ
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図書館通信
LIBRARY NEWS

おすすめ

今
月
の

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■12月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『ふるさとをください』（110分）
　片倉千草は県庁に就職。地域リーダーである父・雄二
郎は、障害者が店を始めると聞き、反対運動を進めて
いる。共同作業所職員の内藤と知り合った千草は、作
業所メンバーの結婚を支えようと努力し、街の人々の
雰囲気も変わり出す。
※聴覚に障害をお持ちの人も、日本語字幕でお楽しみいただけます。

■日時／12月21日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：ユニバーサル映画上映会

　「見ること」に障害やご不便のある人に本や雑誌な
どを読むお手伝いをします。お気軽にお申し込みくだ
さい。
■利用できる日時
　開館日の午前10時30分～午後4時
　（ただし第1金曜日、日曜日、祝日を除く）
　上記時間帯で一人2時間まで
■場所／中央図書館1階 対面朗読室
◎朗読者は図書館の朗読ボランティアの人です。
◎最初に対面朗読の利用登録が必要です。
◎予約制です。希望日の3日前までに中央図書館へ

お申し込みください。
◎詳しくは中央図書館へお問い合わせください。
☆図書館には弱視や高齢の人により快適に読書を楽

しんでいただくために、通常よりも大きな文字サイ
ズの「大活字本」をそろえています。読みたい本を
予約すると、市内のご希望の図書館までお届けする
こともできますのでぜひご利用ください。（身体障
害者手帳1級、2級または療育手帳、精神障害者福
祉手帳をお持ちの人には郵送貸出サービスもあり
ます）

○	 対面朗読サービスのご案内（中央図書館）
　ＩＰＵ環太平洋大学の学生の皆さんによる、クリスマ
スにちなんだおはなし会です。クリスマスの楽しいひ
とときを過ごしましょう！
■日時／12月14日㈯　午後2時～3時
■場所／中央図書館 多目的ホール
■対象／幼児～児童とその保護者
■内容／大型絵本、リズム遊び、ハンドベル演奏、工作など
■参加費／無料　　■申し込み／不要

クリスマスおはなし会

『働く！ 工具図鑑』
 ●高野倉　匡人／著
 ●主婦の友社／出版

『ｉＰＳ細胞の世界
  未来を拓く最先端生命科学』
 ●山中　伸弥／監修
 ●日刊工業新聞社／出版

『沈黙のエール』
 ●横関　大／著
 ●講談社／出版

『ボールペンでかわいく描ける！
  ＨＡＰＰＹイラストメモ』
 ●Color drops／著
 ●成美堂出版／出版

『さいこうのスパイス』
 ●亀岡　亜希子／作・絵
 ●ＰＨＰ研究所／出版

『ハピネス』
 ●小林　深雪・他／作
 ●講談社／出版

『ん』
 ●長田　弘／さく
 ●山村　浩二／え
 ●講談社／出版

『洞くつの世界大探検』
 ●庫本　正／著
 ●ＰＨＰ研究所／出版

児童書一般書
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◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

ノルディックウォーク体験教室（全2回）
バランスを維持する２本のポールを使って赤坂地域を歩
きます。楽しく歩いて健康づくりに！
■日時／12月7日㈯、21日㈯　午前10時～正午
■講師／岡山県ノルディックウォーク連盟公認指導員
■対象／一般（初心者歓迎）　　■定員／30人
■参加費／300円（ポール持参の人は無料）
■持ち物／運動のできる服装・靴、水筒
■申込開始日／12月2日㈪

園芸教室
シクラメン、梅を使ってお正月に飾る寄せ植えに挑戦し
てみませんか。
■日時／12月17日㈫　午前10時～正午
■場所／熊山英国庭園（殿谷170-1）
■講師／武本　高三
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／2,800円
■持ち物／せん定バサミ、手袋、エプロン
■申込開始日／12月2日㈪

赤坂キッズ工作クラブ「ＣＤゴマで遊ぼう！」
いらなくなったＣＤでコマを作って遊ぼう。
■日時／12月26日㈭　午前10時～11時30分
■場所／赤坂健康管理センター
■講師／松本　達郎
■対象／小学生　　■定員／20人
■参加費／100円　　■申込開始日／12月2日㈪

赤磐歴史講座「あかいわのはにわを見に行こう！」
熊山公民館からバスに乗って、山陽郷土資料館に見学に
行きます。熊山地域から出土したはにわを見に行こう！
■日時／12月14日㈯　午後1時30分～4時
■場所／山陽郷土資料館　　■集合場所／熊山公民館
■対象／幼児～一般　　■定員／20人
■参加費／無料　　■持ち物／筆記用具、暖かい服装
■申込開始日／12月2日㈪

日本文化講座 ～クリスマスこども いけ花教室～
実際に剣山やはさみといった道具を使い、いけ花でクリ
スマスを表現しよう！ 先生のいけ花パフォーマンスもあ
るよ！
■日時／12月21日㈯　午前9時30分～11時30分
■講師／中永　健美
■対象／小学生～中学生（低学年の子どもは、無理のな
　いお花の内容になります）　
■定員／20人　　■参加費／800円
■持ち物／あればせん定バサミ（汚れてもいいハサミ）
■申込開始日／12月2日㈪

童謡・唱歌で遊ぶ
懐かしい歌を手づくり楽器とともに歌いましょう。
■日時／12月14日㈯　午後1時30分～3時
■講師／大村　由美子
■対象／一般（初心者歓迎）　　■定員／30人
■参加費／100円　　■申し込み／不要

季節の料理教室「お正月料理」
■日時／12月12日㈭　午前10時～午後1時
■場所／吉井会館 調理室
■講師／小川　泰子
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／500円
■持ち物／エプロン、三角巾、ふきん
■申込開始日／12月2日㈪

健康体操教室（出前教室）
■日時／12月17日㈫　午前10時～正午
■場所／仁美農村振興センター
■講師／中山　祐一
■対象／一般　　■定員／30人
■参加費／100円　　■持ち物／運動のできる服装
■申込開始日／12月2日㈪

ことばあそび表現教室
■日時／12月22日㈰　午前10時～正午
■場所／吉井生涯学習センター 視聴覚室
■講師／武田　理恵
■対象／幼児～小学生（親子で参加可）
■定員／15人　　■参加費／無料
■申込開始日／12月9日㈪

百人一首講座
■日時／12月22日㈰　午後1時～3時
■場所／吉井生涯学習センター 視聴覚室
■講師／北川　久美子
■対象／小学生～一般　　■定員／30人
■参加費／無料　　■申込開始日／12月9日㈪

大晦日オールナイト観望会・初日の出を見る会
■日時
　◦大晦日オールナイト観望会
　　　12月31日㈫ 午後11時30分
　　　～平成26年1月1日㈬ 午前6時
　◦初日の出を見る会（雨天決行）
　　　平成26年1月1日㈬ 午前6時～8時
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■定員／なし
■参加費／無料　　■申し込み／不要

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）●赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
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和菓子づくり
大好評の講座です！ 美しく、上品な和菓子を手作りで楽
しみましょう。
■日時／12月6日㈮　午後7時～9時
■内容／栗大福、酒蒸しまんじゅう ほか
■講師／宮内　孝和、宮内　祥（華宵庵）
■対象／一般　　■定員／30人
■参加費／1,000円　　■申込開始日／12月2日㈪

パソコン相談室
パソコンに関する質問、疑問にお答えします。当日、時間
内に会場へお越しください。
■日時／12月8日㈰　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分
■相談料／無料　　■相談時間／1人30分程度
※セットアップ、再インストール、修理などは行いません

ので、ご了承ください。

フラワーアレンジメント講座（プリザーブドフラワー）
クリスマスの素敵なアレンジメントを作りましょう。
■日時／12月19日㈭　午後7時～9時
■講師／荒木　ゆかり
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／2,000円
■申込開始日／12月2日㈪

第40回ブルーシャトーコンサート
『クリスマスソングをあなたに』ハンドベル＆コーラス
■日時／12月7日㈯　午後2時～3時
■出演／エンジョイハンドベル＆コーラスグループ
　　　　Ｊ－Ｄｕｒ（ジェイードュアー）
■曲目／クリスマスソング＆ジブリの曲、スピッツメロディー ほか
■対象／乳幼児～一般
■入場料／無料　　■申し込み／不要

パソコンチャレンジ講座
スキルアップ講座「Wordの基礎でチラシづくり」
■日時／12月8日㈰、15日㈰　午後1時30分～4時30分
■講師／ぱるボランティア（県生涯学習センター）
■対象／一般　　■定員／10人
■参加費／300円
■持ち物／ノートパソコン（Windows7）
■申込開始日／12月2日㈪

おしゃべりカフェ ～おしゃべり・くつろぎ・憩いの空間～
「韓国へようこそ！ こりゃあ参ったおもてなし」
■日時／12月13日㈮　午後1時～4時
■共催・講師／ハングルグルグルの皆さん、南　京録
■対象／一般　　■定員／50人
■参加費／無料（五味子茶と韓国のお菓子付き）
■持ち物／マイカップ　　■申し込み／不要

思い出作り教室⑨
子どもたちの放課後支援を目的に身近な材料で工作・工
芸をしたり、なつかしい遊具12種類が体験できます。遊
びを通して、年下を思いやる心を学びます。
■日時／12月4日㈬～21日㈯　午後4時～5時
　　　　※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

クリスマスケーキ作り教室
上品な甘さのクリスマスケーキを手作りし、自分好みの
デコレーションに挑戦しよう！
■日時／12月15日㈰　午前9時～午後1時
■講師／阿部　千枝子
■対象／一般　　■定員／12人
■参加費／800円　　■申込開始日／12月4日㈬
※託児あり（申し込み時に申請が必要）
　1歳から就学前が対象、1人100円

新春・親子茶道教室
茶道を体験し、日常忘れがちな日本の礼儀作法の一端
を、楽しくおごそかに親子で学んでみませんか！
■日時／平成26年１月１１日㈯
　　　　午前10時～11時30分
■講師／小松　文恵 ほか
■対象／小学生とその保護者　　■定員／6組
■参加費／300円（1組）
■申込開始日／12月2日㈪

そば打ち教室
プロの先生から教わる「そば打ちの極意」。みずから汗し
て打ったそばを皆で楽しく味わいましょう。
■日時／平成26年1月18日㈯　午前10時～午後1時
■講師／数原　健功（新見市・そば道場田舎屋）
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／1,000円　　■申込開始日／12月2日㈪

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

広報あかいわ（平成25年12月号）17



●赤磐市の人口 （平成25年11月1日現在）

人 　 口 44,944 人 （ ＋ 2 ）
男 　 性 21,515 人 （ －13 ）
女 　 性 23,429 人 （ ＋15 ）
世 帯 数 17,542 世帯 （ ＋13 ）

※（　）は10月1日との差

●平成25年10月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成25年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（3）
0

（2）
0

（1）
0

（15）
0

（21）
5

（80）
49

（516）
18

（138）
13

（141）
85

（875）
東出
張所

0

（2）
0

（0）
0

（0）
0

（3）
0

（5）
6

（35）
17

（216）
6

（58）
3

（47）
32

（356）

北出
張所

0

（2）
0

（0）
0

（1）
0

（2）
0

（5）
5

（24）
14

（160）
7

（39）
1

（9）
27

（232）

計 0
（7）

0
（2）

0
（2）

0
（20）

0
（31）

16
（139）

80
（892）

31
（235）

17
（197）

144
（1463）

●平成25年10月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
25年10月中 87 21 0 1 23 66 
24年10月中 99 26 0 1 30 73 
増        減 -12 -5 0 0 -7 -7 

25年10月末 840 211 4 16 246 629 
24年10月末 947 286 0 22 358 661 
増        減 -107 -75 4 -6 -112 -32 

●今月の交通標語 「 ありがとう  車がとまってくれた  うれしいな 」

●12月の税などを期限内に納めましょう
市 県 民 税 4 期
国 民 健 康 保 険 税 7 期
介 護 保 険 料 7 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 6 期

※期限は12月25日まで

●12月の休日当番医（窓口受付 9:00~17:00）

12月1日㈰ 佐伯北診療所 ☎954-2032

長島病院 ☎086-952-1355

8日㈰ 赤磐医師会病院（小児科） ☎955-6688

ひらた整形外科 ☎956-0700

15日㈰ 赤磐医師会病院（小児科） ☎955-6688

那須眼科 ☎955-8980

22日㈰ 米井医院 ☎954-0550

鈴木医院 ☎086-952-0205

23日㈪ マスカット整形外科医院 ☎086-229-2611

間阪内科 ☎086-952-1717

29日㈰ 戸田小児科医院 ☎955-3121

道満医院 ☎957-2111

30日㈪ 赤磐市民病院 ☎995-1251

山本クリニック ☎955-8868

31日㈫ 桜が丘クリニック ☎955-8025

石原医院 ☎086-952-0162

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については11月7日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（※相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

12月10日㈫
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
篠岡　丈記

12月13日㈮
10:00～15:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

12月4日㈬
13:00～15:00

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

12月6日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

12月11日㈬
10:00～15:00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226

12月11日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【多重債務】
随時（土、日、祝休日は除く）
破産・任意整理の相談は、無料法律相談日以外でも弁護士による
電話相談として受け付けを行っています。

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

■施設案内
桜が丘運動公園
　桜が丘西9丁目にある桜が丘運動公園では、野
球・ソフトボール・サッカー・テニスなどさまざまなス
ポーツが楽しめます。
　施設の利用受付は、山陽ふれあい公園内スポー
ツ振興課（☎955-4432）までご連絡ください。

【利用料金】
　◇野球場（1時間あたり）
　　◦使用料…市内1,000円 市外2,000円 
　　◦照明料…市内3,000円 市外6,000円
　　※12月~2月はナイター中止
　◇運動場（1時間あたり）
　　◦使用料　市内 300円 市外 600円
　◇テニスコート（会員制）

【利用時間】
　◇野球場………8:00~21:00（3月~11月）
　　　　　　　　8:00~17:00（12月~2月）
　◇運動場………8:00~19:00

　◇テニスコート…8:00~19:00
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●12月の検診・定期救急講習など
1 日

2 月 ⃝健康相談（赤坂健康管理センター） 受付13:30～14:30

㊡山陽郷土資料館

3 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

4 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

5 木 ⃝健康相談（山陽保健センター） 受付13:30～14:30

6 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30

7 土 ㊡桜が丘出張所

8 日

9 月 ㊡山陽郷土資料館

10 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 水

⃝特定健診・肝炎ウィルス検査・前立腺がん検診（山陽保健センター）
　受付8:30～9:30

⃝2歳6か月児健診［歯科］（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

12 木

13 金
⃝健康相談（熊山保健福祉総合センターほほえみ） 受付9:30～10:30

⃝乳児健診・育児相談（吉井保健センター） 受付12：45～13：15

★犯罪ゼロの日

14 土 ㊡桜が丘出張所 

15 日

16 月 ㊡山陽郷土資料館

17 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12：45～13：15

18 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

19 木

20 金 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 土 ㊡桜が丘出張所 

22 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署北出張所会議室） 9:00～12:00

23 月  ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

24 火

25 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ★交通安全日

26 木

27 金

28 土 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

29 日 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

30 月
㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

★交通事故・交通違反ゼロの日

31 火 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所 ㊡山陽郷土資料館

●12月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

トレーニング
ル ー ム

屋 内
プール

トレーニング
ル ー ム

屋 内
プール

1 日 ★

改
修
工
事
の
た
め
平
成
26
年
３
月
３１
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す

平
成
26
年
３
月
３１
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す

2 月 休館日 休館日
3 火 休館日
4 水

5 木

6 金 ★

7 土

8 日 ★
9 月 休館日 休館日

10 火 休館日
11 水

12 木

13 金 ★

14 土

15 日

16 月 休館日 休館日
17 火 休館日
18 水

19 木

20 金 ★

21 土

22 日

23 月

24 火 休館日 休館日
25 水 施設整備 休館日
26 木 施設整備

27 金 施設整備
28 土 休館日 休館日
29 日 休館日 休館日
30 月 休館日 休館日
31 火 休館日 休館日

★トレーニングルーム初心者講習実施日
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　《開館時間》
　　平日・土曜日 9:00～21:00／日曜日・祝日 9:00～17:00

　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　《開館時間》
　　平日・土曜日 9:00～21:00／日曜日・祝日 9:00～17:00

　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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　平成２５年１月１日から１２月３１日の間に利用権設定により
契約を開始した人で補助金の交付対象となる人へ補助金
交付申請書類を１２月中旬に送付します。
　補助金を申請する人は、必要事項を記入の上、平成２６年
１月１５日㈬までに提出してください。
※申請がない場合には補助金は支払われません。
■交付対象者
　「農地はつらつ集積事業」

・農地の借り手のうち、市内在住者で、交付申請時の年
齢がおおむね７５歳までの人

・賃借期間３年以上の新規設定および再設定の人
　「農地集積促進事業」

・農地はつらつ集積事業対象者への農地の貸し手
・賃借期間３年以上の新規設定の人

■提出書類　申請書類一式
■問い合わせ先
　・本 庁 農 林 課　☎955-6174
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1319

　整骨院や接骨院などの柔道整復師の施術を受ける場合、
国民健康保険（国保）が使えない場合がありますので、ご注
意ください。
■国保が使える場合
　打撲、捻挫、挫傷、脱臼、骨折に対する施術に限られます。
なお、脱臼や骨折については応急手当をする場合を除き、あ
らかじめ医師の同意が必要です。
■国保が使えない場合

・疲労性・慢性的な要因からくる肩こり、腰痛
・スポーツなどによる筋肉疲労、筋肉痛
・加齢（ケガによるものではない）からくる痛み
・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善がみられな

い長期の施術
・病院や診療所などで同じけがで治療中のもの
※国保が使えない施術については、全額自己負担となりま

す。誤って国保を使っていたことが分かった場合、国保
が負担した施術費用を返していただく場合があります。

　医療費の適正化のために、文書や口頭で負傷の原因
や施術内容、施術年月日についてお尋ねすることがあり
ますので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113

　「障害者週間」は、平成16年６月の障害者基本法の改正
で、私たちが障害者の福祉についての関心と理解を深めるこ
とと、障害者が生活上のあらゆる分野の活動に積極的に参
加したいと思えることを目指して作られました。期間は、「国際
障害者デー」である12月３日から、国連で「障害者の権利宣
言」が採択された12月９日までの一週間です。
■「障害者手帳」とは？
　障害のある人が福祉サービスを利用するときには、「障害」
を公的に証明する「障害者手帳」が必要となります。「障害
者手帳」は次の３種類です。

・身体障害者手帳（１～６級）…身体に障害がある人に
交付される手帳

・療育手帳（Ａ・Ｂ）…知的障害がある人に交付される手帳
・精神障害者保健福祉手帳（１～３級）…精神に障害が

ある人に交付される手帳
　「障害者手帳」があると、障害福祉サービスの利用や補装
具などの給付、運賃や公共料金の割引などのサービスを受け
られます。手帳の種類や障害の程度（等級）によって内容が異
なりますので、詳しくは窓口でお気軽にご相談ください。
■割引サービスなどの主なもの
◎公共交通機関の割引
　バス、ＪＲ、タクシー、航空機、有料道路を利用するときに料
金の割引を受けることができます。ただし、手帳の種類や等
級によって、対象条件が異なりますので、割引ができない場合
もあります。
◎ＮＨＫ受信料の免除
　＜全額免除＞

・障害者手帳所有者がいる世帯で、世帯員全員が市民
税非課税の場合

　＜半額免除＞
・視覚・聴覚障害者が世帯主の場合
・重度障害者（身体障害者手帳１級または２級、療育手

帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級）が世帯主の場合
◎「ほっとパーキングおかやま」駐車場利用証交付制度
　岡山県と協定を結んだ身体障害者等用駐車場で、歩行困
難な人が、優先的に駐車スペースを利用できる制度です。
　＜利用対象者＞

・身体障害者手帳（各障害部分、等級により異なる）、療
育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受
けている人

・高齢者（要介護１～５）、けが人、難病患者、妊産婦、診
断書により歩行困難と認められた人

■問い合わせ先
　・本 庁 社 会 福 祉 課　☎９５５-１１１５
　・赤坂支所健康福祉課　☎９５７-４８２２
　・熊山支所健康福祉課　☎９９５-１２９３
　・吉井支所健康福祉課　☎９５４-１３７４

12月3日から9日は障害者週間農地はつらつ集積事業補助金・
農地集積促進事業補助金の申請

柔道整復師の施術を受ける人へ
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　経済産業省は、12月31日現在で、
全国一斉に工業統計調査を行います。
この調査では製造業の事業所が対象
となります。12月初旬から調査員が調
査票を持って伺いますので、ご記入を
お願いします。
　なお、調査票へ記入していただいた内容は、統計以外の
目的に使用することは一切ありません。事業所の皆さんのご
協力をお願いします。
■問い合わせ先
　・本庁秘書企画課企画班　☎955-2692

　市教育委員会では、平成２６年度赤磐市社会教育関係団
体への登録希望団体を募集します。
　登録を希望する団体は、登録要件を満たすかどうか、事前
に社会教育課へお問い合わせいただき、申請期間内に必要
書類を提出してください。
■主な登録要件

・社会教育に関する事業を主として実施する団体である
ことが明記された規約を有すること

・自己財源を有し、団体の運営が確実にされていること
・団体の構成員は10人以上で、原則として赤磐市内に在

住、在勤または在学していること
・事務所を赤磐市内に有し、主たる活動の場が赤磐市内

であること
・年間を通じて定期的な事業を過去１年以上継続してお

り、将来も継続できると見込まれること
・会員相互の親睦交流を主な目的とする団体でないこと

■必要書類
・申請書類（赤磐市社会教育関係団体登録申請書、登

録要件確認表、団体概要書）
・団体の規約
・平成25年度予算書および事業計画書
・平成24年度決算書事業報告書
・平成26年1月末現在の決算書および事業見込み書
・平成26年1月末現在の通帳の写しまたは残高証明書
・会員名簿（住所、役員名が明記されたもの）
・平成25年度総会資料
・実施事業の成果物と実施状況の分かる写真

■申請期間　平成２６年２月３日㈪～２月２８日㈮
■問い合わせ先
　・教育委員会社会教育課　☎955-0783

　10月10日、吉井支所で、
市のまちづくりに市民の皆
さんの意見を幅広く反映
させるための公聴事業と
して「市長対話室」を実施
しました。この事業は、友
實市長就任後、広報あか
いわ8月号で募集を行った
もので、この日が第1回目
の開催となりました。
　吉井地域在住の６人の
参加者からは、地域医療
や救急体制の現状と課題
などについて、実体験に基づいた貴重な意見が出され、なご
やかな雰囲気の中で真剣に意見交換が行われました。
　また、10月17日には、桜が丘いきいき交流センターで第２回
目を開催し、桜が丘在住の９人の参加者から、桜が丘いきい
き交流センターでの音楽活動などについて積極的な意見が
出されました。
　「市長対話室」の申し込み方法など、詳しくはお気軽にお
問い合わせください。
■問い合わせ先
　・本庁秘書企画課　☎955-4770

■対象施設　山1　山陽町第2塵芥処理場
■縦覧期間　12月10日㈫～12月24日㈫
　※開庁時間内に限ります。
■縦覧場所　本庁都市計画課
■意見書の提出
　公聴会で意見を述べようとする人は、12月24日㈫までに所
定の様式により意見書を本庁都市計画課に提出してくださ
い。なお、意見書を提出した人が多数の場合は、公述人の人
数または時間をあらかじめ制限することがあります。また、原
案に関係ない意見は述べることができません。
■公聴会日程など
　・日時／平成26年1月10日㈮　午前10時～
　・場所／赤磐市役所2階第1会議室

※縦覧期間中に意見書の提出がなかった場合は、公聴会
は中止されます。なお、公聴会が中止の場合、市ホーム
ページに掲載しますが、詳しくは都市計画課までお問い
合わせください。

■問い合わせ先
　・本庁都市計画課　☎955-1485

平成25年工業統計調査実施

「岡山県南広域都市計画ごみ焼却場（赤磐市決定）」の
変更原案の縦覧および公聴会の開催について

「赤磐市社会教育関係団体」
登録希望団体を募集します

市長とまちづくりについて語り合う
「市長対話室」開催
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　10月12日、中央図書館で『協働のまちづくり指針
経過報告会「行こう! しゃべり場」』を開催しました。
当日は37人が参加。現在策定中の「協働のまちづく
り指針」（素案）についての経過報告と読み合わせを
行い、参加者からは、熱心な意見や感想が寄せられ
ました。
　その一部を紹介します。
◦字体を大きく、文字を少なくできるだけシンプルに
◦指針の指し示す具体的な目標が漠然としている
◦協働の必要性をもっと強調した方が良い
◦次世代へのメッセージ性が欲しい
◦質問形式が非常にわかりやすく、読みやすい
◦これなら読んでみよう、見てみようと感じるのでは

ないでしょうか

　協働のまちづくり指針は、今年度末に策定します。
皆さんに親しまれ、手に取って読んでいただける指針
となるように、現在検討を進めています。

　「協働のまちづくり指針」とは、市民・企業・行政な
どが力を合わせて素敵な赤磐市を創っていくため
の考え方や方向性を示すものです。協働に関する
考え方や基本的な事項をわかりやすくまとめます。

協働のまちづくり指針経過報告会
「行こう！しゃべり場」開催

　10月23日、中央図書館で第3回赤磐市男女共同参
画セミナーを開催し、医療福祉コンサルタント（スウ
ェーデンの作業療法士）の河本佳子さんから「スウェ
ーデンの医療福祉における機会均等について」と題
して講演がありました。
　河本さんは長年スウェーデンに移住していた経験
から、スウェーデンの障害者支援や平等の考え方の
日本との違いなどについてのお話がありました。
　参加者からは、「ケーキの分け方など身近なことを
もとに、平等の考え方やさまざまなことを思考する機
会となった」「日本の良さも再認識できた」などの感
想が寄せられ、お話を通じて物事を見つめ直す良い
きっかけになったようでした。

スウェーデンと日本との違いって何だろう？
第3回赤磐市男女共同参画セミナー
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　10月20日、片鉄ロマン街道で自転車散歩サイク
リング大会が催されました。当日は県内外から自
転車愛好家や家族連れ、約200人が秋の片鉄ロマ
ン街道の20㌔・35㌔の2コースを走破しました。
　第4回目となったこの大会は、地域スポーツの
振興を目的として組織された吉井スポレククラブ
の主催で開催。回を重ねる度に参加者が増え、主
会場となった株式会社キャットアイ吉井工場は参
加者の熱気に包まれていました。
　また、この日は、株式会社キャットアイから赤磐
市のB&G海洋センターに健康器具（ランニングマ
シン1台・バイク1台）を寄贈いただき、友實市長
が感謝状の贈呈を行いました。

秋風に吹かれて片鉄ロマン街道を疾走！
吉井スポレク サイクリング大会

　10月15日、赤磐市消防団では、秋季全国火災予
防運動行事の一環として、市内の小・中学校から
募集した防火ポスターの審査会を行いました。
　応募総数は685点あり、各学校で選出された129
点の中から5点の優秀作品が選ばれました。
　審査の結果、各賞は次のとおりです。
◦市長賞……竹下　陽（山陽西小学校4年）
◦市議会議長賞…神本　恋弥（城南小学校2年）
◦教育長賞…矢田部　恵理（桜が丘中学校2年）
◦消防長賞…堀内　淳斗（山陽西小学校6年）
◦消防団長賞…楢嵜　駿都（笹岡小学校6年）
◦佳作…124点

　10月11日、山陽東小学校で教育支援コーディネ
ーター等研修会が岡山県教育委員会の主催で開
催されました。同校は平成22年度から学校支援地
域本部事業を実施しており「未来を担う子どもた
ちへの支援を通して、学校を中心とする住民同士
のコミュニティーづくり」をねらいとして取り組ん
でいます。
　当日は市内、県下各地から約140人が参加し、子
どもたちと学校支援ボランティアの笑顔あふれる
活動実践を紹介しました。

笑顔あふれる活動を紹介
教育支援活動コーディネーター等研修会

消すまでは 心の警報 ＯＮのまま
防火ポスター審査会

＜市長賞＞
竹下陽さんの作品

＜市議会議長賞＞
神本恋弥さんの作品

＜消防団長賞＞
楢嵜駿都さんの作品

＜教育長賞＞
矢田部恵理さんの作品

＜消防長賞＞
堀内淳斗さんの作品
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　10月11日に石相小学校で赤坂地域の石相小、軽部
小、笹岡小の5年生41人が電気自動車と環境につい
て学びました。
　まずは、地球温暖化の仕組みや電気自動車のこと
をクイズ形式で学びました。そのあと、児童らは実際
に電気自動車を見たり触ったりしながら、ガソリン車
との違いについての説明を受け、電気自動車の試乗
体験を行いました。試乗した児童からは「ガソリン車
だったらする音 が 電 気 自 動 車ならしない 。音 が 静
か！」「早い！」といった声があがっていました。
　この試乗体験は市が推進している「あかいわスマ
ートコミュニティビジョン」が目指す「環境学習の充
実」に向けた取り組みの一環です。

電気自動車と環境について学びました
電気自動車への試乗体験

　夏休みに中央公民館で、市教育委員会と岡山県
学校給食会の共催による親子料理教室を2回開催し
ました。
　第1回（7月20日開催）では、『しっかり朝ご飯〜
栄養バランスを考えて〜』を活動の目的として、ま
ず、滝本栄養教諭から『栄養のバランス』について
の話や紙芝居などを親子で聞き、改めて栄養素の
働きについて知りました。続いて、料理教室では、
赤磐市の内田栄養士の指導のもと、簡単に作ること
ができて朝食に必要な栄養素が含まれている献立
として、おにぎり、みそ汁、さけのちゃんちゃん焼
き、にらのオイスターソース炒め、ひんやりトマトサ
ラダを作りました。
　当日は、岡山県立大学の8人の学生がボランティ
アとして参加し、グループみんなで協力しながら楽
しく調理ができました。参加者からは、「栄養バラ
ンスって大事!」「みんなで料理をして食べると楽し
い!」などの感想が寄せられました。

楽しく食育！！
夏休み親子料理教室

　第2回（8月25日開催）では、『ヘルシーな手作り
おやつ〜赤磐産果物を使って〜』を活動の目的と
して、河本栄養教諭から『かむことの大切さ』につ
いての話を聞き、おやつを選ぶときにかむことの大
切さに注目してみるとヘルシーなおやつになること
を学習しました。料理教室では、岡山県立大学講師
田淵真愉美先生をお招きして、赤磐産の桃やぶどう
を使って、桃のチーズケーキ（マフィン型）、フルー
ツ白玉を作りました。
　赤磐産の桃やぶどうのおいしさを再確認するとと
もに、岡山県立大学の学生ボランティアと一緒に楽
しく調理しました。参加者からは、「簡単にチーズ
ケーキができるので、またぜひ家で作ってみたい」
「親子でかむことの大切さを勉強できてよかった」
と、大好評でした。
　市教育委員会では、食育を通じて、健康な基本
的生活習慣の確立を目指しています。
　今回の親子料理教室で、『栄養バランス』や『地
産地消』に関心をもったことをきっかけに、日々の
食生活を見直し、健康な生活習慣の確立へつなが
っていくことを期待しています。
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　10月17日、「安全・安心まちづくり旬間（10月11
日〜20日）」にあわせ、自主防犯団体の集いを開
催しました。
　市内の自主防犯団体（6団体）・赤磐警察署・岡
山シーガルズの約40人が参加。防犯功労者および
団体の表彰を行った後、岡山シーガルズの福田舞
選手、村田奈都美選手、森田結香選手が「安全・
安心まちづくり宣言」を行い、市内で街頭啓発活
動を実施しました。
　一人ひとりが防犯意識を持ち、家庭・地域・職
場で、お互いの絆を深め、安全で安心して暮らせ
るまちづくりを推進しましょう。
　防犯功労者および団体は次のとおりです。
【防犯功労者】
◦中国防犯連合会連絡協議会防犯功労表彰
　政田　町子（赤磐警察署管内地域安全推進員町苅田班）
◦岡山県警察本部長防犯功労表彰
　青木　健二（赤磐警察署管内地域安全推進員豊田班）
◦赤磐警察署管内防犯連合会会長兼赤磐警察署長防犯功労表彰
　石原　英司（山陽団地防犯組合）
【防犯功労団体】
◦赤磐警察署管内防犯連合会会長兼赤磐警察署長防犯功労表彰
　西山団地自主防犯・防災組織

みんなでつくる安全・安心なまち
自主防犯団体の集い

　9月28日、中央公民館で赤磐市史跡シンポジウ
ム「発掘が語る備前国分寺と奈良時代」を開催し
ました。このシンポジウムは、昨年度で8年次にわ
たる発掘調査が終了したのを機会に備前国分寺
への関心を深めてもらうために実施しました。会
場には約200人が集まり、市民の郷土の歴史への
関心の高さがうかがえました。
　パネルディスカッションでは、国分寺の第一線
の研究者らが、赤磐になぜ国分寺が建立されたの
か、奈良の東大寺と国分寺の関係はどうだったの
かなど、活発な意見が交わされました。議論の中
で、国分寺の建てられた古代の赤磐の様子がより
鮮明になったものと思われます。
　市内にはこのほかにも両宮山古墳や熊山遺跡な
どの貴重な文化遺産がたくさんあります。ぜひ一
度、現地を訪れてみてください。

備前国分寺への関心深まる
史跡シンポジウム

　10月6日、周匝の吉井川河川敷で第16回コスモ
ス・案山子まつりが開催されました。
　毎年9月下旬ごろから、約2㌔にわたるコスモスロ
ードに咲き乱れる約200万本のコスモス。ここに市民
手作りの案山子が飾られます。まつり当日にはさら
にうどんやヤマメの塩焼きなどといった露店が立ち
並んだほかヤマメのつかみ取り、郷土芸能の披露と
いった催しもあり、訪れた人を楽しませていました。
　毎年、その年の話題をさらった物や人物の案山子
などが並ぶこのお祭り。今年はあかいわモモちゃん
や富士山、オリンピック関連のものなど数多くの案山
子が道行く人を楽しませていました。

色あざやかなコスモスに誘われて
第16回コスモス・案

か か し

山子まつり
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市内各地から多くの人が訪れました

館内では参加グループの作品を多数展示
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●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に誕生日を迎える3歳までのお
子さん（1月・2月生まれ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は
①写真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住
所 ⑥電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコ
メント（30字程度） を添えてください。締め切りは12月17日㈫までです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

藤
ふ じ わ ら

原  利
り な

奈 ちゃん

（沼田）
平成22年12月25日生まれ

いつも笑顔で
「おばあちゃん」と呼んで

遊びに来るので、
元気になります。

お祖母さんの
敏子さんから

田
た な か

中  夢
ゆ ゆ

々 ちゃん

（山陽6）
平成23年12月5日生まれ

國
く に え だ

枝  春
は る き

希 くん

（桜が丘西1）
平成24年11月14日生まれ

中
な か し ま

嶋  咲
さ つ き

月 ちゃん

（桜が丘西4）
平成24年11月19日生まれ

笑顔が可愛い夢々。
これからも笑顔で

皆を癒してね。

お父さんの
和彦さんから

ママのことを
大事にできる優しい
男の子になってね。

お父さんの
篤司さんから

これからも、
元気いっぱいでいてね！

もうすぐ、保育園
頑張ろうね☆

お母さんの
恵子さんから

　

子
育
て
支
援
連
続
講
座
の
第
１
回

目
と
し
て
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
６
日
㈮

　

午
後
７
時
～
９
時

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

◆
定
員
／
80
人

“
検
証
”若
者
の
自
殺
は
な
ぜ
増
え
続
け
る
の
か
…

◆
講
師
／
清
水
康
之
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ

フ
リ
ン
ク
代
表
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

◆
参
加
費
／
無
料（
保
育
あ
り
／
要
予
約
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
６
）３
７
０
０

催し
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編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

▼
最
近
い
ろ
ん
な
人
か
ら
「
11
月
号
の
表

紙
、
す
ご
く
よ
か
っ
た
！
」
と
言
っ
て
も

ら
え
て
上
機
嫌
の
猪
木
で
す
。
あ
る
人
か

ら
は
「
写
真
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
、
自

分
の
子
ど
も
が
写
っ
て
い
る
訳
じ
ゃ
な
い

け
ど
、切
り
取
っ
て
壁
に
飾
っ
て
ま
す
よ
」

と
い
う
一
言
。
す
ご
く
じ
ん
と
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
温
か
い
コ
メ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
寄

せ
て
く
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
心
か
ら
感
謝
で
す
。
さ

て
、
次
回
の
表
紙
も
気
合
入
れ
て
撮
り
ま

す
か
！

（
猪
木　
亮
）

▼
環
境
学
習
で
出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
に

「
電
気
自
動
車
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
あ
る
で

し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
答
え
は
「
１
３
０
年
前
ご
ろ
」。
予

想
よ
り
も
前
か
ら
あ
る
こ
と
が
分
か
り
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
き
っ
と
子
ど
も
た
ち

も
環
境
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ

た
は
ず
で
す
。

（
栗
政
千
尋
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

公園に植えられている大きな木。私たちに
とってはただの木ですが、子どもたちにとっ
ては心躍る遊具です。「次はここから登ろう
や」「ここから飛び降りられるかな」。１本の
木から次々と遊びを生み出していく子ども
たち。彼らには、身近なものは何でも遊具
に変えられる創造力があふれています。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

　

赤
磐
の
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
あ
か
い
わ
ア
ー
ト
ラ
リ
ー

２
０
１
３
」
が
10
月
12
日
か
ら
22
日
の
間
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
２
０
１
０
年
に
始
ま
り

今
回
が
２
回
目
。「
人
と
自
然
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
」

を
テ
ー
マ
に
、
前
回
同
様
、
市
民
が
参
加
で
き
る

ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
長
の
伊
永

和
弘
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
作
家
の
皆

さ
ん
や
期
間
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
会
場
に
訪
れ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

今
年
の
ア
ー
ト
ラ
リ
ー
も
成
功
の
う
ち
に
終
わ
り

ま
し
た
。
次
回
は
い
つ
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
魅
力
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
そ
れ
を
再
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

ア
ー
ト
ラ
リ
ー
期
間
中
に
展
示
さ
れ
た
作
品
の

一
部
は
、
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

年
明
け
に
は
報
告
展
が
、
中
央
図
書
館
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。詳
し
く
は
あ
か
い
わ
ア
ー
ト
ラ
リ
ー

実
行
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
あ
か
い
わ
ア
ー
ト
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会

　
☎
０
９
０（
６
４
３
８
）５
０
７
７

●
人
と
自
然
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ

い
き
い
き

い
き
い
き

き
ら
り

26

あ
か
い
わ
ア
ー
ト
ラ
リ
ー

２
０
１
３
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